
ワケギの栽培学的研究

第1報生育特性と鱗茎の形成肥大について

長谷川繁樹・吉田隆徳・沖森 当

要約

長谷川繁樹・吉田隆徳・沖森当（1979）：ワケギの栽培学的研究。第1報生育
特性と鱗茎の形成肥大について。広島農試報告41: 35～50 
ワケギ栽培法の改善を図るためにはその基本となる生態を明らかにする必要が

あり，本報では生育特性と鱗茎形成肥大条件について調査した。

ワケギの生育は第1次生育期，生育停滞期，第2次生育期，鱗茎肥大充実期の

4期に分けられた。これら生育期の区切りとなる時期は，それぞれ12月上旬， 2
月下旬， 4月上旬で、あった。

鱗茎の形成肥大は鱗茎を構成する鱗葉の形成とその肥大の2過程からなり，鱗
葉形成時期は木原早生が3月上旬，木原晩生1号は4月上旬であった。

鱗葉形成は長日条件で誘起され，限界日長は木原早生が12.5時間，木原晩生1

号が13.5時間であった。温度は鱗葉形成に対して影響はなく，鱗葉の肥大に関し

て光合成の場としての葉身をとおして関与し，それは高温による葉面積の拡大と

光合成能の高まりによって鱗茎の肥大を促進していると考えられた。また日照の

強さが鱗葉形成に与える影響も少ないと推察された。

栽培面からみた場合，日照時間，日照の強さ，温度等の外部要因の人為的制御

は困難であるが，窒素栄養や土壌水分の制御によって葉の面積拡大や機能向上を

図り，第2次生育期の生育を大きくすることによって鱗茎の肥大充実を促進する

ことが重要であると考えられた。
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I緒言

ワケギは東洋在来の野菜で，中国では唐草本（B.C.

650），我国では倭名類緊抄（1648年）に記載があり，我

国への渡来はかなり古いものと思われる。

ワケギの栽培は関西以西に多く，ネギ同様に利用さ

れ，特有の芳香と風味があり，しかも柔軟であることな

ど、の優れた品質は新鮮野菜として「ぬたJやフグ料理に

欠くことのできない野菜となっている。

た。しかし，近年における栽培の作型は早進化の傾向に

あるが，早植えした場合の萌芽の遅延や不揃いのために

早植栽培は生育収量が不安定であり，また，掘上げ後の

夏季高温期における鱗茎の腐敗の多発が問題となってい

る。これらの問題解決のためにはその基本となる生態や

生理が解明されなければならない。

広島県におけるワケギの栽培面積は1但hn(1977年）

で，その大部分は三原，尾道，岩子島等の瀬戸内沿岸，

島しょ部の温暖地で栽培されており，主に京阪神，北九

州に出荷され，広島県の主要な特産野菜となっている。

県内における栽培の歴史は古く，明治40年頃に現在の向

島町津部回に栽培されていたワケギが起源と考えられ，

その後先進農家の努力によって今日の産地が確立され

本報告の一部は1975年度園芸学会秋季大会および1976年度， 1979年度

園芸学会中四国支部大会ほおいて発表した．

ところで，ワケギに関する研究11,1めはきわめて少な

く，また植物分類学上従来はネギの一変種としてAllium 

fistulosum L. var. caespitosum Makinoの学名が用

いられていたが，最近になって ADANIYAet. al.1入国

代ら15,16）による核型分析と交雑試験の結果，ワケギは

Allium cepa (aggregetum group）とAllium fistulosum 

雑種第1代であり，学名は Alliumτvakegi Arakiであ

ることが明らかとなった。したがって，ワケギはタマネ

ギとネギの性質を備えていると考えられ，分げつ様式に

ついてはネギと，鱗茎の形成肥大については本質的には

タマネギと同様であることが推察される。しかし，ワケ

ギの発育について詳しく調べたものはなしとくに鱗茎



第41号

査したのち，地上部（葉身および葉鞘上部），地下部（葉

鞘基部），根に分別して重量測定を行った。

広島県立農業試験場報告

形成肥大条件，休眠等についてはまったく不明である。

本研究はワケギの生育全般について栽培学的に調査し

たものであり，本報においては生育特性と鱗茎形成肥大

について報告する。
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植付後1週間で粛芽が始まり， 10～14日で蔚芽揃いと

なった。植付時の種球内の生長点数は木原早生が6.4個，

木原晩生1号が4.7個で、あった。

木原早生の生育経過は第1図に示すように，萌芽後平

均気温が5℃となる12月5日までは草丈の伸長がみられ

た。 12月下旬～2月下旬の聞は草丈の伸長はなく，とく

に1月中旬～2月中旬の厳寒期には葉先の枯込み，葉色

の退色およびわずかな開張がみられた。そして気温がふ

たたび5℃となった3月上旬から生育を再開して気温の

上昇とともに急速に草丈が伸長し， 5月上旬には42佃に

達した。

分げつについては植付後10月上旬までは植付時に球内

に包被されていた分げつ個体が伸長したのみで、7～8本

の分げつ数であったが， 10月下旬以降1月上旬までに2

四分げつして1月上旬には25本となった。しかし， 1月

上旬～2月下旬には分げつはみられなかった。 3月上旬

以降は急激に分げつを行い， 4月上旬までに2回程度分

げつし，この時期の分げつ数は植付け時の約10倍の68本

となった。

根数増加の推移については分げつ数と同様で‘あった。

試験結果2. 

ワケギの生育特性

ワケギは関西以西の気候に適合して秋から生長をはじ

め，晩春に至る聞に生育している。その生育特性につい

ては沖森11），田口14）らによって概略は調査されているが，

詳細な生育については明らかではない。本試験は，生態

解明を行うにあたりその基礎となる生育特性を明らかに

するために行った。

II 

材料および方法

1974年4月下旬に掘上げた木原早生，木原晩生1号の

2品種を供試し，球重を3.5土o.sgに調整した340球の
種球を1974年9月9日に植付けた。供試ほ場は，当場の

凝灰岩を含む花こう岩，沖積土で，作土の土性は壌土で

ある。栽植距離は畦幅120佃，条間45佃，株間20舗の2

条植とし，施肥量はア｛ノレ当り窒素1.0kg, リン酸0.75

k，加里1.0kg，この他にカキ殻石灰IOkgおよび堆肥400
同を施用した。調査は10月5日より約15日おきに平均的

生育を行っている10株を掘上げ，草丈，分げつ数等を調
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Top : upper part of leaf sheath and leaf blade. 

Change of ratio of dry weight to fresh 

weight on Kihara司Wase grown under 

natural condition. 
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植付時種球内の芽数が少ないためであり， 5月5日には

木原早生と同様に植付時の約10倍の分げつ数となってい

た。また厳寒期の葉先の枯込み，開張は木原早生より著

しく，葉身はほとんどなくなり地表面にほぼ水平に開張

した。鱗茎の肥大の様相についてみると，肥大開始期は

木原早生と同じ4月5日で、あったが，地下部生体重の増

加は木原早生の89.sgに対して188.zgと著しかった。

また4月20日には根は黄変し，盤茎に近い部位では収縮

がみられた。

各部位の重量をみると，地上部生体重は植付後11月20

日までは増加がみられたが，それ以後は分げつ数が増加

しているにもかかわらず地上部生体重は徐々に減少し

厳寒期には横ばい状態であった。 3月上旬以降は草丈の

伸長，分げつ数の増加にともなって4月20日までは急激

に増加したが， 4月20日以降は葉の枯込みのために減少

した。地下部生体重は1月5日までは緩やかに増加した

が，この時期以降3月5日まではまったく増加はみられ

ず， 3月5日以降，とくに4月5日～20日の間に著しく

増大した。

球の肥大の様相を加藤6）の方法により肥大指数（葉鞘

基部横径／葉鞘中央部横径）でみると，厳寒期に大きく

なったのち3月中は減少し， 4月5日以降急激に大きく

なり，鱗茎が肥大していることを示した。

各部位の乾物率の推移を第2図に示した。植付後種球

の鱗葉は約1カ月で消耗離脱し，各部位の乾物率は肥大

指数と同様の変化を示して増加し， 12～1月に高くなっ

た。 2月5日以降は緩やかに減少したが，地下部につい

ては肥大指数と向様に4月5日以降乾物率は高くなっ

Tこ。

木原晩生1号についても第3図，第4図に示すように

木原早生と同様の生育を示した。分げつ数が少ないのは
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が肥大するにつれて地上部，根では乾物率が減少するの

に対してこの部分は生体重，乾物率とも増大する。田

口14）はワケギの厳寒期における越冬にともなう著しい体

内変化として，植物体各部位組織の全乾燥物質および総

可溶性物質の総合的充実度の高まり，組織含水量の低

下，還元糖の増大，また4月以降の鱗茎肥大期の葉の粉

末比重および浸出液濃度の顕著な減少，鱗茎におけるそ

れらの値の著しい増大を報告している。本試験において

も，乾物率は植物含水量によって影響を受けると考えら

れるが，厳寒期における乾物率の増大は植物体の耐寒性

の増大を意味し，早春よりの急激な地上部の生長期には

葉鞘基部の貯蔵物質の新生葉葉身部への転流があること

が推察される。連続した組織である葉鞘基部の乾物率が

2月上旬以降4.1～7.7%減少しているのに対して地上部

では3.0～5.4%の低下であることは，この推定を裏付け

していると考えられる。さらに4月以降の鱗茎肥大充実

期において，葉内の物質が次第に葉鞘基部に移行して貯

蔵され，葉の充実度は低下して葉給基部のそれは大きく

なると考えられる。

山根23）はアイリスにおいて厳寒期に葉翰基部の糖質含

有量が増加し， sinkとなる球根の形成肥大が始まるま

では余剰同化産物が葉鞘基部に貯蔵されること，この余

剰産物量は新球根に集積される全糖質量からみるとそれ

ほど大ではないが，窒素栄養の面からみると球根の効率

的肥大を求める場合の重要な収量構成要図となることを

報告している。ワケギの場合には厳寒期における乾物率

の増大は耐寒性を高めるものであり， sink成立までの

余剰同化産物の一時的貯蔵器官としての働きをするも

のではなく，むしろ第2次生育期の生育に利用され，

sinkとしての鱗葉形成後はその鱗築を内包する分げつ

個体葉身からの同化産物の転流によって鱗茎は肥大充実

すると考えられる。したがって，同一株内において多数

の鱗茎の聞にみられる大きさの違いや充実度の差が生じ

るものと推察される。

第41号広島県立農業試験場報告
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ワケギの鱗茎肥大が明瞭に観漆されるのは4月上旬か

らであるが，鱗茎が形成されるのはそれ以前であること

が推察される。本試験では自然条件下における鱗葉形成

時期について調査した。

自然条件下における鱗葉形成時期III 

Top : upper part of leaf sheath and leaf blade 

Change of ratio of dry weight to fresh 

weight on Kihara-Bansei 1 grown under 

natural coudition. 

このようにワケギの生育はアイリス4,22）ラッキョウ切

などと同様， 第1次生育期， 生育停滞期， 第2次生育

期，鱗茎肥大充実期に分けることができる。横付けた種

球は萌芽後気温が5°Cとなる12月上旬まで生育し，この

聞に2四分げつする。 12月上旬～3月上旬が生育停滞期

で，冬季の低湿のため外観的な生育はなく，葉先の枯込

み，葉色の退色，開張などがみられる。これらの現象は

品種によってその程度が異なる。葉枯れ等の程度は冬季

の生育度を示すと思われ，実用的には冬の品質，収量に

関係し，生態的には低温休眠性に関係があるといわれて

いる注）が，ワケギの低温休眠性については，本試験の結

果からは不明である。また，木原早生のような小葉で葉

色がやや薄い品種は，一般に葉枯れの程度はきわめて少

ない傾向がみられる。気温がふたたび5℃以上となる 2

月下旬～3月上旬から急速な生育を開始して草丈，分げ

つ数は増加する。この時期が第2次生育期であり，分げ

つはこの間も 2回程度みられる。 4月になると鱗茎肥大

充実期となる。この時期は葉鞠基部が急速に肥大して4

月下旬～5月上旬に倒伏する。倒伏はタマネギ町と同様

に葉鞘の芯部を満して葉輸を支える新生薬が，鱗茎形成

により葉身部を欠損して中空になるためにおこる。

生育停滞期から鱗茎肥大充実期における植物体各部位

の重量および乾物率の推移について興味がもたれるのは

葉鞘基部である。この部位は厳寒期には他の部位と同様

に乾物率が高くなり第2次生育期には減少するが，鱗茎

察考

Fig. 4. 

3. 

材料および方法

1977年3月1日よりほぼ10日間隔で種球養成栽培中の

株より平均的な生育を示す株10株を採収し，草丈のもっ
注〉長崎県総合農林試験場野菜花き部昭和49年度野菜説験成績書： 83

-89 
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則的であった。また，成葉は葉身，葉鞘，盤茎より成り

立っており，生長点、は葉翰最内部の盤茎上にあって葉芽

を葉序方向に左右に形成していた。分げつは第5図，第

6図に示すように，分げつ（n）の新しい生長点は第n

+1葉が分化しつつある時期に第n葉の葉版部に丘陵状

に形成されていた。この丘陵部はやがて円錐体となり，

これが分げつ第l葉となった。したがって各葉の発育程

度はn+l, 1/n, n+Z, 2/n, n+3のJI慣となり

八鍬聞の結果と一致した。

鱗茎を構成する鱗葉の形成時期は第1表および第5図

～第8図のように，木原早生では3月10日に鱗葉がはじ

めて観察され， 4月2日には全生長点数の76%が鱗葉に

内包されて鱗茎形成が終期に入った。木原晩生1号では

鱗葉形成開始期は4月2日で， 4月12日には73%の生長

点が鱗葉に包被されていた。鱗葉が形成された後も生長

点、部で、は分げつが行われ，その葉の形態は生長期と変わ

らなかった。

長谷川繁樹・吉田隆徳・沖森当：ワケギの栽培学的研究（第1報）

とも長い分げつ個体について実体顕微鏡下で観察した。

鱗葉形成の有無は青葉＇）， 八鍬18）の方法により，分げつ

個体の葉を外側より順次剥離して生長点部における分化

後まもない葉の形態を観察して普通葉と鱗葉を判別し

た。普通葉は葉身部が長く葉鞘部が短いのに対し，鱗葉

は葉身部が短L、かまったく退化して葉鞘部が長く，また

葉鞘部が肥厚した形態となっている。

なお，供試株の種球は1976年9月20日に植付け，栽培

は〔試験I 生育特性〕と同一耕種基準で栽培した。

2. 

外観上1個の分げつ個体には木原早生で9～11個，木

原晩生1号で6～10個の生長点が存在していた。葉序は

1/2互生葉を左右交互に規則正しく発生することが原

丹、υ

「

M
I－
－

T
ー
ー

凶

1
1
1
1
T
l
T

F
4
L

司、

つペ

υ

ω

＆
I
l
l
1
7
1
1
 

qペリ ロ
I
l
l
i－
－

3P
’
 

「

" 

日1fe __ J」f「

試験結果

6 () 5 

『、

M
l
f↓

il一
Apr. 2 

F
p
h
a
 Mar.10 

5 
Apr. 23 

一一 : Node order of leaf 
c：：二二〕： Dividingbulb in basal leaf sheath 
r : Flower 
Vertical line : tiller 
Figure on line : Name of tiller 

Fig. 6. Morphological change of leaves in the 

heighest tiller of Kihara-Bansei 1 

grown under natural condition. 
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Morphological change of leaves in the 

heighest tiller of Kihara市Tasegrown 

under natural condition. 

Fig. 5. 
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Table 1. Morphological change of leaves at growing point in the heighest tiller 

of plants grown under natural condition. 

Number of 

Variety 
Date of growing 
sampling points 

(A) 

Mar. 1 

10 

23 
Kihara-Wase Apr. 2 

12 

22 

9.3 

9.8 

8.3 

8.2 

9.3 

10. 8 

Number of Rate of growing 
Number of growii:ig points nnint8 in 8cale 
dividmg in scale ，..~~ー一品日－－日

bulbs (B) (B)/(A）×100(%) 

Number of 
leaves 

28.2 

37.1 

31. 7 

32.3 

33.5 

39＿。

0.0 

1. 4 

1. 0 

3.8 

3_7 

3.8 

0.0 

2.6 

1. 8 

6.2 

7.8 

9.3 

0
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2
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1
ム

巧
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U

Mar. 1 

10 

23 
Kihara Bausei I 

Apr. 2 

12 

22 

6.5 

6.7 

7.4 

5.8 

7.5 

9.3 

20.0 

22.9 

28.9 

22.8 

27.2 

33.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.7 

2.8 

3.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.8 

5.5 

7.8 

Fig. 7. Tillering behavior and scale fornation 

of Kihara羽Tasegrown under natural 

condition at Mar. 10. 

3. 考察

Fig. 8. Tillering behavior and scale fornation 

of Kihara-Banei 1 grown under natural 

condition at Apr. 12. 

本試験に供試した木原早生の鱗葉形成開始時期は3月 件が関与していることが推察される。したがって，両品

上旬，木原晩生1号は4月上旬と思われた。山根ら22）は 種の鱗葉形成時期の早晩生は鱗葉形成を誘起する日長，

アイリス，青葉2）はタマネギにおいて，鱗葉形成と肥大 温度の時期的な違いによるものであり，日長時間につい

との聞には明瞭に区分できる変曲点が存在し，形成期に てみると 3月上旬は11.5時間， 4月上旬は払5時間で争

は球は主として細胞分裂のみで大きくなるとしている り，これに植物体が感応しうる照度を考慮すると，木原

が，ワケギでは，明瞭な変曲点は本試験の結果からは不 早生は12.5時間，木原晩生1号は13.5時間が限界日長で

明であった。 あると推定される。

また，両品種において鱗葉形成開始期に約1カ月の早 ところで実際栽培において，種球を早掘りすると休眠

晩が認められたが，この早晩生についてはワケギ染色体 覚醒が早まること，この反面早掘りによって収納中の腐

2 n =16のうち 8本がタマネギに由来すること＂ 15,16）か 敗や消耗が多発すること，さらには両品種を同時に早掘

ら，鱗茎形成条件についてタマネギ同様に長日，高温条 りすると木原晩生1号に腐敗が多く発生することが経験
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8時間日長（8H）ー18℃， 13℃および12時間日長（12

H) 18℃の 5区を設定し，長日処理はlOOW白熱灯を床

面より lmの高さに点灯し， 16時30分～20時および翌朝

の4時～8時30分の聞に照明した。床面における水平照

度は白熱灯直下で8402,x，ユニット内最暗部で194Q x 

であった。また，短日処理は、ンノレバーポリトウ 2重被覆

で16時30分～翌朝8時30分の聞を暗期とした。なお，試

験実施中は窒素100昭， リン酸5Qrr恵，加里songを各鉢に

1週間ごとに施用した。

長谷川繁樹・吉田隆徳・沖森当：ワケギの栽培学的研究（第1報）

的に知られている。これらの現象を鱗葉形成の面からみ

ると，鱗葉は形成されていても肥大充実期間は早掘りに

よって短かくなり糖質の集積は不充分であること，木！京

晩生l号で腐敗が多いのはこの品種の鱗葉形成時期が遅

く肥大充実期間が木原早生より短いこと，さらに萌芽が

早まるのはタマネギにおいて TSUKAMOTOet, al. 17）が報

告しているように，早掘りによってアブシジン酸などの

抑制物質の集積量が少ないためであると考えられる。し

たがって，収納中の腐敗や消耗を軽減するためには鱗茎

の充実期間を十分とり，むやみな早掘りは避けるのが良

策と考えられる。

鱗茎の肥大の経過を肥大指数でみると，第9図のよう

に木原早生，木原晩生1号ともに16H区は処理後30日で

肥大指数が2より大きくなり，肥大開始が認められた。

また18℃区は13℃区よりも肥大速度が早く，木原早生で

0.30，木原晩生1号で、は0.64指数が大きかった。倒伏は

木原早生の16Hー18℃区が処理開始後30日目，木原晩生

1号が41日目， 16H-13℃区の木原早生は45日即日、ず

れもすべての株が倒伏した。しかし， 16H-13℃区木原

晩生1号は47日目に倒伏したが，供試個体数の約Mは処
理終了時（75日目）においても，肥大したまま青立ち状

態で倒伏はみられなかった。

分げつ数の推移は第12図に示すように16H区では温度

による差はみられず，両品種とも分げつ数の増加は認め

られなかった。一方， 8H-l8°C区では木原早生で30日

試験結果2. 

鱗茎の形成肥大に及ぼす日長，

温度の影響

IV 

これまでの試験結果より，ワケギはタマネギとネギの

両者の生態的特性を有していることが明らかとなり，鱗

茎の形成肥大はタマネギと同様に長日，高温が関与して

いると考えられるため本試験を行った。

材料および方法

木原早生および木原晩生1号を供試し，植付前にそれ

ぞれ5.0±0.5gに調整して1975年10月28日に15cm鉢に 1

球ずつ植付け， 12月4日より処理を開始した。処理は簡

易人工気象室で行＼，', 16時間日長(16H）ー18℃， 13°C,

6 
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ロ
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Effect of photoperiods and temperatures to basal leaf sheath development. 
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Fig. 9. 



目以降，木原晩生1号で45日目以降に分げつが認められ

た。また， 8H-13℃区木原早生では60日目以降に分げ

つが認められたが，木原晩生1号では16H区と同様の推

移を示した。

葉鞘基部の乾物率は第13図のように，両品種ともに肥

大指数と同様に推移し， 16H区では鱗茎の肥大につれて

乾物率は増大したが，短日区では変化は認められなかっ

た。

Fig. 10. Effect of photoperiods and tempertures 

to bulb formation and thickness in 

Kihara羽「aseat 45 days after treatment. 

3. 考察

このようにワケギはタマネギ7）と同様に長日条件によ

って鱗茎が肥大する。また高温は鱗茎の肥大を促進する

が，低温の場合には青立ちのまま肥大する場合がある。

同一品種，同一条件にありながらこのように青立ちがみ

られることは， タマネギ、で

Fig. 11. Effect of photoperiods and temperatures 

to bulb formation and thickness in 

Kihara-Bansei 1 at 45days after 

treatment. 

その品種が鱗茎の肥大条件に関してかなりの変異の幅を

含んでいることを示唆しているとみることがで、きる。さ

らに，温度は長日の刺激による反応を促進する効果をも

っており，高温は球の肥大を早め，低温は反応の促進を

鈍らせ，鱗茎の形成，肥大には長期間の長日条件による

刺激を必要とすると思われた。 しかし，青葉， HEATH5) 

の報告のように短日植物にみられる低温が短目の効果の

一部を補完する作用は，ワケギの温度については考えら

れない。温度はむしろ植物体の生長に関与し，葉面積の

拡大，すなわち光の受光面の拡大を通して長日による刺

60 

50 

1: 40 
む

~ 30 
'" 」コ
E 

" z 20 

（） 。

Kihara-W ase Kihara-Bansei 1 

15 30 45 60 75 () 15 30 45 60 75 

Days after treatment 
• 16 hours photoperiocl and 18℃ 。16hours photopericrl and 13℃ ・8hours photoperiod anrl 18℃ 
ロ8hours photoperid and 13℃ 
企 12hours photoperiod and 18℃ 

Fig. 12. Effects of photoperiods and temperatures to number of tillers with leaf sheath thickness . 

. 
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度が遅く，結果として分げつが遅れたためで、あると考え

られる。

また，休眠と肥大の関係については第14図の分げつ数

と肥大指数の関係から，長日条件によって生長点、部が休

眠に入って鱗茎が形成され肥大することが推察される。

長谷川繁樹・吉田隆徳・ 1中森当：ワケギの栽培学的研究（第1報）
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タマネギにおいて加藤7）は長日時間の長いほど鱗茎形

成肥大が早まることを報告している。ワケギの場合，こ

の点に関して不明であるので、本試験を行った。

1976年秋に木原晩生1号を〔試験E〕と同様に植付
け， 1977年 1月20日より18時間日長（18H),15時間日長

(15H), 13時間日長 (13H）および自然日長におき，鱗

茎肥大の様相を調査した。温度は18℃以上を保つように

設定した。

材料および方法
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試験結果2. 
E妊ectsof photoperiods and temperatures 

to leaf sheath development. 

Fig. 13. 
結果は第2表に示すように，鱗茎の肥大は長日区では

いずれも34日目には2より大となり，自然日長区でも49

日目には2より大となった。倒伏は18H区では23日目，

15H区で25日目， 13H区で28日目に始まり， 18H,15H 

区では34日目にはすべて倒伏した。 13H区では伊l伏まで

の期間は長く41日目にすべて倒伏した。掘上げた鱗茎の

大きさについては，長日時間の長短による差はなかっ

た。葉鞘基部の乾物率も肥大指数と同様の傾向を示し，

49日目では18H区がもっとも高い値となった。また草丈

はいずれも倒伏が始まる前に最高に達した。

激量の増大によって鱗茎の形成肥大に作用しているもの

と思われる。

分げつ数の推移に関して，木！京娩生1号の16H区と 8

H-13°Cが同様であった原因は，前者では長日条件によ

って生長点部が休眠に入ったために新生葉の伸長が抑制

されたためで、あり，後者では短日条件であるがこの品種

にとっては低温のために生長速度が緩やかで葉の分化速

察

鱗茎の形成肥大が長日条件によって誘起されることは

〔試験皿〕の結果のとおりである。タマネギについて

加藤7）は長日時間が長いほど葉を通して作用する長日の

刺激が強く，短期間に葉の伸長を終了して肥大が進行す

ることを報告しているが，ワケギの場合仁はタマネギほ

ど顕著な傾向はみられず，倒伏が数日早く始まる程度で

あった。この原因はワケギはタマネギと異なり 1鱗茎を

内包する展開葉が遺伝的に少ないこと，晴天時の日中の

気温が30℃を越える場合が多いため葉の ageが進んだ

ためと考えられる。
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Table 2. Effects of photoperiods to growth and morphological change of 

leaves at growing point in the heighest tiller of plants. 

Rate of 

m吋 iod e~~~~~：： 己主t Nt：~：：r ~：~：：r器~:e:f of ~~~~nニ語訳；：！：yfl主謀：：；謹と
（αn) （皿）（%）（%）

Natural 37.7 7.9 。
旬

i

円

U

a
斗

A
唱

i
n
w
d

噌

i
n
L
q
t
U
4
4
τ
a
A
1

53. 3 11. 2 41. 8 

61.6 13.3 46.4 

63.2 16.0 56.2 

63.2 18.4 62.2 

60.5 19.8 67.3 

14.5 

14.5 

13.5 

15.9 

16.2 

18.9 

18 hours 1

0

4

1

9

 

1
ム
ワ
釘
つ
d

A

t

A
せ

54.0 11.5 43.0 

58. 0 13. 9 48. 2 

56.2 12.8 40.0 

56.0 14.0 38.2 

13.0 

15 hours 

13 hours 

ーム

A
V
a佳
唱

A
n
u－M

1

2

3

4

4

 

50. 0 11. 8 45. 2 

63.0 14.6 51.6 

57.6 14.0 39.2 

57.2 14.4 41.6 

14.0 

14.3 

16.9 

22.8 

25.3 

24.9 

12.8 

15.1 

20.0 

22.3 

22.8 

13.3 

14.1 

22.3 

21. 7 

23.9 

1

0

4

1

9

 

1
よ

り

ん

q
a
a品
z

a
せ

53. 2 10. 0 40. 7 

64.2 13.7 52.0 

59.8 13.8 47.8 

57.4 17.2 46.8 

13.8 

1. 73 

1. 52 

1. 40 

1. 85 

1. 86 

2.38 

7.6 

7.8 

8.8 

7.6 

8.4 

9.5 

10.0 

12.5 

13.1 

14.9 

1. 58 

1. 98 

2.64 

2.93 

2.89 

1. 59 

1. 76 

2.32 

2.58 

2.64 

1.64 

1.66 

2.64 

2.55 

2.82 

8.1 

7.7 

8.3 

7.2 

8.1 

10. 7 Feb. 12 

14.1 

18.5 

18.5 

22.。
8.3 

7.7 

8.0 

7.4 

8.3 

11.1 Feb.14 

11.8 

17.7 

18.7 

19.。
7.8 

8.8 

8.2 

7.3 

7.9 

11.4 Feb. 17 

12.5 

16.5 

17.7 

19.1 

Days 

Table 3. E妊ectof 13 hours photoperiod to .bulb formation and growth in Kihara-Bansei 1. 

after 

treatment 
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Plant Number Diameter Ratio 

height of of basal of 

tillers leat sheath thickness 
(cm) 

28.8 10.2 

28.0 11.7 

31. 4 10. 0 

31. 8 10. 8 

34.0 11.2 

37.4 13.0 

35.3 11.8 

38.0 12.4 

10.0 

12.6 

12.9 

13.9 

14,3 

14. 1 

15.5 

17.5 

2.48 

2.89 

2. 75 

2.86 

3. 11 

3.03 

3.27 

3. 10 

Highest tiller of plant 

Number Number Number of Rate of 
Number , of tillers in tiller 

tillers 1 °1 dividing dividing bulb (B)/(A）×100 
(A) 一一？と加lbs _J_型一一－ (,_%1_← 
1. 4 7. 6 

1. 2 8. 3 

1.6 11.4 

1. 6 12. 0 

1. 4 8. 4 

1.4 11.0 

2. 0 13. 0 

2.0 15.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.2 

0.0 

0.4 

0.0 

1. 0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.2 

0.0 

0.4 

0.0 

1. 0 

A
U
A
U
n
U
A
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U
n
U
A
U
A
U

－A

つゐ

F
D

なり，また限界日長は木原早生が12.. 5時間，木原晩生1

VI 鱗葉形成の限界日長 号が13.5時間と推定された。しかし鱗茎の形成肥大現

象の解明には〔試験日〕と同様に鱗葉形成と鱗葉の肥大

これまでの試験結果から，ワケギの鱗茎の形成肥大は の2過程を明らかにする必要がある。本試験では鱗葉形

長日条件で誘起され，高温で促進されることが明らかと 成を誘起する限界日長について調査した。
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Table 4. Effect of 13.5 hours photoperiod to bulb formation and growth in Kihara-Bansei 1. 

Days Plant Number Diameter Ratio Highest tiller of plant 

aft h ・ ht f f ＇－－内百 f Number N b Number Number of Rate of 
er e1g o o u出血 0 of um er of tiller in tiller 

treatment tillers leaf sheath thickness tillers 1 of dividing deviding bulb ( B )/(A）×100 
(cm) （~） eaves b_Lilbs ＿＿」旦 ____J2;;l____

0 46.2 8.8 11.6 2.04 2.2 14.6 0.0 0.0 0 

10 44.0 8.3 16.8 2.52 2.5 17.3 0.0 0.0 0 

18 44.0 8.3 17.4 2.49 2.6 18.0 0.0 0.0 0 

27 52.8 10.8 14.3 1.99 3.0 19.4 0.6 0.8 23 

35 54.8 12.8 18.0 2.58 3.8 23.4 2.2 3.6 96 

48 53.8 12.2 25.6 3.63 7.8 42.6 2.8 7.8 100 

1 . 材料および方法

木原晩生1号を供試し， 1978年10月20日に5.0±0.5g

に調整した種球を15cm鉢に植付け， 11月22日より処理を

開始した。処理は簡易人工気象室で行い，温度は20℃に

設定した。処理区は13待問日長（13H）と13.5時間日長

(13. 5H）の2区を設けた。装置利用上の都合により両

処理を同時に実施できないため， 13H区は11月22日よ

り， 13.5H区は13H区試験終了後の1979年1月12日より

実施した。長日処理の明期は13H区が5時30分～18時30
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Fig. 15. E妊ectof photoperiods on scale for 

mation in plants grown under 13.5 

hours photoperiod at 27 days after 

treatment. 

分， 13.5H区が5時15分～18時45分とし，補光はlOOW

白熱灯を床面より 1mの高さに点灯して行った。調査方

法は［試験日〕，栽培管理は〔試験阻〕と同様とした。

2. 試験結果

処理開始まで無暖房のビニーノLノ、ウス内で管理したた

め，低温による生育遅延によって分げつ個体の第1分げ

つ節位は全般に5～8節となった。

13H区では第3表のように処理後23日目および35日目

に個体によっては鱗葉が確認されたが，おおむね51日目

までは明瞭な鱗葉形成は認められなかった。また51日目

においても鱗葉に包被された生長点数は全体の50%で、あ

るが， 10個体中4個体では鱗葉形成はまったく認められ

なかった。

一方， 13.5H区では第4表，第15図，第16図に示すよう

に27日目に10個体中6個体に鱗葉形成が確認され，これ

ら個体では33～50%の生長点が鱗葉内に存在していた。

Fi畠.16. Effect of 13.5 hours photoperiod to 

bulb formation in kihara-Bansi 1 at 

27 days after tratment. 
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また35日目には96%の生長点、が鱗葉内にあり，鱗茎形成 って異なるが， 4月中旬～5月上旬の聞にみられる。倒

は終った。

3. 考察

このように20℃の恒温状態において13.5時間日長です

べての供試個体で27～35日目に鱗葉を形成すること，お

よびこれまでの試験結果から，木原晩生1号の限界日長

は13.5時間と考えられる。

植物体の大小と鱗葉形成および肥大の関係について

は，夏季長日高温時において萌芽後25～30日で球が肥大

を始めることから，頑芽後葉身部が光を受ける状態にな

れば鱗葉形成が誘起され，植物体の大小と鱗葉形成の間

には密接な関係はないと考えられる。

13玲間日長において鱗葉形成が不安定であることにつ

いて，タマネギにおいて加藤7）は長日による刺激の強さ

は日長時間が長いほど強く，限界日長に近づくにしたが

って刺激の強さが球形成に重要な影響をもっており， 14

時間日長以下では球の形成は苗の栄養条件等の要因によ

って左右されるとしている。本試験の結果からも同様の

ことが考えられ，限界日長近くでは刺激の強さや温度等

の要因によって鱗葉形成が大きく影響されると考えられ

る。

VII 総合考察

ワケギの生育は外観的様相から，第1次生育期，生育

停滞期，第2次生育期，鱗茎肥大充実期の4期に大別で

きることが明らかとなった。第1次生育期は植付けから

気温が5℃となる12月上旬頃までで，この時期には地上

部は緩やかな伸長を行い，分げつも 2回程度行われる。

生育停滞期は2月下旬までで，この時期には葉先の枯込

み，開張などの現象がみられる。これらの程度は品種に

よって異なり，木原早生のような小葉で葉色が比較的薄

い品種は一般に冬季生長度が高い傾向がみられる。また

シベリアネギやヤグラネギでは冬季休眠性を有するが，

ワケギの場合は温暖なところへ移すと早春の時期と同様

に葉の伸長がみられることから，外観上は休眠状態を呈

していても内的には冬季休眠性はないと考えられる。 2

月下旬頃から第2次生育期となり急激な新生葉の伸長と

2回程度の分げつがみられる。鱗茎肥大充実期は4月以

降で，この時期には葉鞘基部が急速に肥大する。ワケギ

の場合にはアイリス22,23）にみられるような sinkとして

の鱗葉が形成されるまで同化産物が葉鞘基部に一時的に

貯蔵されることはなく，鱗葉形成前は新しい分げつ個体

の生長に利用されていると考えられる。倒伏は品種によ

伏の理由について HEATHS），青葉3）はタマネギにおいて

は葉鞘中央部付近の内部に新葉がなく中空状態となるた

め，この部位が葉身部を支えることができなくなるため

であるとしているが， 1979年春のように晴天が続きしか

も適度な降雨があった年には倒伏が例年より10～14日遅

れたこと，葉鞘部の収縮程度が葉身部よりきわめて大き

いことから，アイリスにおいて山根町で指摘しているよ

うに細胞の膨圧も関係しているものと推察される。

実際の栽培において種球掘上げ後の夏季高温時に腐敗

が多発することについて，第一の原因は病原菌による擢

病が原因であるが，アイリス31), タマネギ9,10,34），ラッ

キョウs,1めでは鱗茎の肥大充実期に窒素が植物体に過剰

に吸収されると球根腐敗病が多発することが知られてい

る。ワケギの場合にも同様のことが考えられ，鱗茎の充

実を図り収納中の腐敗を軽減するためには第2次生育期

に十分に肥効が現われるような施肥管理を行い，葉面積

の拡大と同化能力の向上を図る必要があると思われる。

鱗茎を構成する鱗葉の形成時期は，木原早生が第2次

生育期初期の3月上旬，木原晩生1号が第2次生育期終

期の4月上旬である。種球を早掘りした場合に腐敗が多

発するのは鱗葉が形成されていても充実度が悪いためで

あり，品種によって腐敗の発生程度が異なるのは鱗葉形

成時期の早晩生と関係している。また早掘りによってタ

マネギ17）と同様にアプシジン酸などの抑制物質の含有量

が少ないために崩芽が早まると思われるが，球の充実を

はかりひいては収納中の腐敗を少なくするためには，む

やみな早掘りは避けるべきである。

鱗茎の形成肥大は鱗葉の形成と個々の鱗葉の肥大の 2

過程からなっている。山根ら22）がアイリスについて報告

している鱗葉の形成と肥大の間の変曲点については本試

験の結果からは不明である。鱗葉形成は長日条件によっ

て誘起きれ，木原早生は12.5時間，木原晩生1号は13.5

時聞が限界日長と考えられる。長日の刺激は葉をとおし

て生長点部に作用している。この刺激の強さは日長時間

が長いほど強く，短期間に葉の伸長を終了し肥大が進行

する傾向にあるがタマネギ7,19,20）ほど明瞭で、はない。ま

た， 加藤7）は刺激の強さは鱗葉形成に対して主要な影響

力をもち，刺激の弱L、限界日長近くでは苗の栄養条件や

品種の遺伝的性質の安定性によって鱗葉形成開始が左右

されることを報告している。しかし，本試験において低

日照下の冬季における補光においても鱗葉形成が誘起さ

れることから，刺激の強さはワケギの場には日長条件に

限定される。また，鱗葉の形成肥大について加藤川土温

度が長日の刺激による反応を促進する影響をもってお
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り，高温は鱗茎の形成肥大を早め，温度が低下するにつ 1次生育期は植付け時～12月上旬，生育停滞期は気温が

れて鱗茎形成肥大の速度が鈍り鱗茎形成により長期間の 5℃以下の12月上旬～2月下旬，第2次生育期は2月下

長日条件を必要とすることを報告している。しかし，こ 旬～4月上旬，鱗茎肥大充実期は4月上旬～倒伏の間で

の試験は鱗茎形成肥大を鱗葉形成と肥大に分けてみたも あった。

のではない。ワケギについてみると，長日条件が与えら 2. 鱗茎の形成肥大は球を構成する鱗葉の形成と個々

れれば鱗葉形成は低温下でも誘起きれ，鱗茎の肥大速度 の鱗葉の肥大の2過程に分けられた。自然条件下におけ

が鈍るのは低温のため光合成による同化産物の生産量が る鱗葉形成時期は木原早生が3月上旬，木原晩生1号が

少なし、からであると考えるべきである。山田ら19,20）はタ 4月上旬で、あった。

マネギについて同様のことを指摘している。したがっ 3. 鱗茎形成肥大の誘導条件は長日条件であり，高温

て， HAETHめがタマネギにおいて高温が長日条件の代替 は肥大を促進した。

として鱗茎形成に作用していると考えることは，ワケギ 4. 木原晩生1号では長日時聞が長いほど短期間に葉

の場合にはあてはまらず，高温はむしろ葉面積拡大と光 の伸長を終了して肥大する傾向にあった。

合成能の向上によって鱗葉の肥大に関与していると考え 5. 鱗葉形成を誘起する限界日長は木原晩生 1号は

られる。 13.5時間，木原早生が12.5時間であった。

休眠は一般的にはタマネギと同様に倒伏後から始ま 6. 生育特性および鱗茎形成肥大条件について若干の

り，次作に萌芽するまでの聞とみられている。しかし， ：考察を試みた。

生態面から考える場合には長日の刺激による鱗葉形成が

その始まりとみるのが妥当であると思われる。 引用文献
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Studies on the Growth and Development of Allium wakegi Araki 

1. On the growing behavior and the bulb formation and thicking 

Shigeki HASEGAWA, Takanori YOSHIDA and Ataru OKIMORI 

Summary 

Shallot (Allium wakegi Araki, Japanese Wakegi) was cultivated in the south-western region of 

Japan to suit to the mild climatic condition. In Hiroshima Prefecture it had been cultivated from 

about 40 th year of Meiji and was planted over 100 hare, so that it represented one of the special 

vegitables in Hiroshima with Hiroshima-Na (Brassica pekinensis). 

Studies on shallot could not be hardly found, so that the morphological and physiological features 

were unknown well. But karyotypical features were recently made clear with di妊erentlocal forms 

and moreover origin of A.叩 akegiwas considered karyotipically through the critical comparison 

of A. wakegi with the F1 hybrid plants raised experimentally between A. fistulosum cv. Natsunegi 

and a form of A. cφa, aggregatum group, by Adaniya et. al. and Tashiro et. al. These studies gave 

the clue to throw light on the growth habit of shallot. 

In re田 ntyear serious problems arised with the tendency of earlier planting. Namely earlier 

planting brought the delay and uneven sprouting. Moreover dry rot of seed-bulb was noticed during 

hot summer period. It’s main cause seemed to be induced by infection of Fusarium spp. 
Our studies were carried out to made clear the morphological and physiological features which 
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were fundational materials for adequate cultivation of this plant in the standpoint of the principles 

of crop production. This paper was made clear the growth behavior and the bulb formation and 

thickness with two di妊erentlocal forms, cv. Kihara-Wase and cv. Kihara-Bansei 1, mainly cultivated 

in Hiroshima. 

The results were as follows. 

Both varieties showed similar growth and development. The growing behavior of shallot was 

generally divided up into following four stages from their state of affairs. 

First stage : First growth stage (Planting-the begining of December) 

Scond stage : Growth stayed stage (The begining of December-the end of February) 

Third stage : Second growth stage (The end of February-the begining of April) 

Fourth stage : Bulb thickness and maturing stage (The begining of April-lodging) 

The increase in plant height, the number of tillers and roots and weight of verious parts of 

plant were gradual in the period from the planting time to the begining of December when the 

atmospheric temperature became about 5。Cbut these restrained in the winter season and again 
were remarkable in the third stage period. The growth increment in this period was far larger 

than in the first stage period. 

The number of tillers increased gradually after planting but that increased little in the period 

from the begining of December to the end of February, and it increased rapidly in the second 

growth stage. The number of tillering bud excisted in the seed-bulb increased tenfold in the result 

of about four time tillering at the time of harvesting. The number of roots showed similar increase 

process to that of tillers. 

The weight of seed-bulb decreased rapidly following the growth of top and roots for about one 

month. In spring the basal leaf sheath developed and 」becamenew bulb. The weight of bulb 

increased after the begining of April, espcially it was remarkable in the middle of April. 

The ratio of dry weight to fresh weight in the top of plant, basal leaf sheath and root showed 

sirriilar changs from the planting time to the end of March but after April that of basal leaf 

sheath increased remarkablly and the other parts decreased gradually with bulb development. 

Also the ratio of thickness of leaf sheath increased from planting to the most cold winter but it 

decreased gradually after that period and again increased rapidly with bulb thicking from the end 

of March. 

In the winter season the end of leaf blade withered up and the top of plant spread over the 

ground. ffhese phenomena were more remarkable in Kihara-Bansei 1 than in Kihara-Wase which 

group plants had fine leaves and light green leaf color. 

The lodging was observed at from the middle of April to the begining of May. It had a tendency 

to delay when it was fine and moreover moderate rainy. 

The scale existing in the basal leaf sheath and constructing the bulb was observed it’s formation 

at the lbegining of March in Kihara-Wase and at the begining of April in Kihara-Bansei 1. The 

development of bulb was thought to go through two process, that is to say in the first process the 

scale was formed:and in the second one the scale thicked and grew up to the bulb. There was 

a month differ on the scale formation period between Kihara•Wase and Kihara-Bansei 1. 

The scale formation was seemed to be caused by long day photoperiod and critical day-length 

under supplemental lightening was 12.5 hours photopriod in Kihara-Wase and was 13.5 hours in 

Kihara・Bansei 1. These critical day-lengths coincided with the observation under natural daylength 

condition. The stimulus of long day photopeiod effeced to the growinglpoint through the leaves. 

This stimulus was considered to be stronger by longer long day treatment and the plant was made 
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to elongate in height in short period and the bulb development was promoted on the other hand. 

This stimulus was considered to be consisted by verious factors but in shallot it was only day-

length in this examination. Also, in regard to temperature it was difficult to find a certain relation 

between temperature and scale formation. Namely the scale formation was occured even at low 

temperature condition and the development of scale was however promoted at high temperature 

condition. It was seemed that the low temperature condition repressed the bulb to develop because 

the photosynthesis was affected and the quantity of assimilation became smaller by low temper-

ature condition. On the other hand, high temperature brought on the increase of leaf area and the 

improvement of the photosynthetic capacity, so that the scale thicked all the more. 

The dormancy was generally thought to begin from the time of lodging, but from the results of 

morphological observation of tillering bud in the basal leaf sheath it was proper to think that the 

dormancy of shallot began at the time of scale formation. 

From the results above mentioned, in actual shallot cultivation to obtain good seed圃bulbit was 

di伝cultto control environmental factors, photoperiod, light intensity and temperature, but the 

increase of photsynthetic capacity and leaf area reagrded to the manure of nitrogen and soil 

condition. These were able to be improve for the adequate cultivation. In a word, nitrogen 

fertilizer should be top輔dressedat the end of February in the cold region or at the end of January 

in the warm region to mitigate dry rot. The improvement of top-dressing time and soil condition 

were considered to bring the increase of growth increment and photosynthetic capacity in second 

growth stage corresponded to the period from the scale formation time to the begining of bulb 

thickness, so that well matured bulbs were obtained at harvesting time. 


